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2009年 6月 から施行される改正薬事法は、主に市販業の販売方法に関するものであるが、医療機

関を受診する患者にも様々な影響を与えることが予想される。

株式会社プラメドでは、医師が今回の薬事法改正による影響について、どのような意見
を持つてい

るか調査し、これをまとめた。

薬事法改正により、「市販薬は買いやすくなる」とした医師は 41.6%(「そう思う」
「ややそう思う」

を合わせた数字)であつた。また、「軽度な身体の不調はより自分で手当てしやすくなる」という意

見は 48。 8%で、消費者の利便性が高まることは評価されていると言える。

しかし、こうした変化が「適切か」という点では 37.7%が否定的であり、医師は今回の薬事法改

正に問題点があると感じていることが窺える。

問題点としては「重大な疾患の発見が遅れる危険性がより高くなる」という意見 (63.6%)等 にも

表れている。

いずれにしても、「消費者も薬の知識がより必要になる」(76。 1%)、「医師や薬剤師は処方薬と市販

薬との飲み合わせをより考えるようになる」(55.4%)と いつた、医師側や消費者側からの薬に関す

る情報の必要性は益々重要になつてくることが言えそうである。

(プラメドが実施した「改正薬事法の影響に対する医師の意識調査」結果より)

株式会社プラメドは、診療を担当する医師を対象に
「改正薬事法の影響に対する医師の意識調査」を

実施しました。調査結果がまとまりましたので公表いたします。

■調査概要

1.調査タイ トル 改正薬事法の影響に対する医師の意識調査
2.調査目的   2009年 6月 から施行される「改正薬事法」による影響をどう評価しているか等

を調べ、患者の市販薬使用に対する医師の意識を明らかにする。

3.調査対象   診療を担当する医師
4.調査方法   インターネット調査
5。 調査期間   2009年 4月 15日 (水)～4月 21日 (火 )

6.有効回答数  363人

■調査結果の概要

●  2009年 6月 からの改正薬事法の施行により、「市販薬は全体としてより買いやすくなる」か

どうかについては、「そう思 う」 (8.5%)「ややそう思う」 (33.1%)に対して、
「あまりそう思

わない」(17.6%)「 そう思わないJ(5.0%)と いう意見であり、市販薬はより買いやすくなる

と評価する医師の比率が高い。
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市販薬が買いやすくなり、「軽度な身体の不調はより自分で手当てしやすく
なる」という意

見に「そう思う」(10.5%)「ややそう思う」 (38。 3%)と 肯定的意見が多く、
「あまりそう思わ

ない」 (13.2%)「 そう思わない」 (8。 0%)と否定的意見を上回つている。

一方、「市販薬の販売は全体としてより適切になる」という意見に
ついては、「そう思う」(1.7%)

「ややそう思う」(18.5%)に 対して、「あまりそう思わない」(23.1%)「 そう思わな
い」(14.6%)

であり、市販薬の売られ方が適切とは思わないとする医師の比率が高
い。

今回の改正薬事法の施行で懸念される点として、
「重大な疾患の発見が遅れる危険性がより高

くなる」という意見に「そう思う」 (24.2%)「ややそう思う」 (39.4%)に対して
「あまりそ

う思わない」(7.7%)「そう思わない」(2.5%)と いう結果であつた。

新しい制度の下で、市販薬の利用者に求められることは
「消費者も薬の知識がより必要にな

る」という点であり、この意見に対し
「そう思う」 (29.5%)「 ややそう思う」 (46.6%)に 対

して、「あまりそう思わない」(6.9%)「そう思わない」(3.3%)と 、より多くの医師
が肯定的

意見の側に廻つている。

また、医師や薬剤師の側に求められる問題として、
「医師や薬剤師は処方薬と市販薬との飲

み合わせをより考えるようになる」という点があり、
「そう思う」 (17.4%)「ややそう思う」

(38.0%)に対して、「あまりそう思わない」 (12.7%)「 そう思わない」 (6。 9%)と 、こうし

た点を今後の重要な課題と考えられている。

※ 調査結果の詳細は、添付報告書をご参照ください。

※ 弊社ホームページ (http://wwwo plamed.co.jp/)で は、同調査結果の中から、改正薬事法に対

する医師の認知状況についての結果も公表しております。

■本件に関するお問い合わせ先

株式会社プラメド調査担当 :石上 大西
Tel.075-600-9099  Fax. 075-222-1536

e― mail : infoOplamedo com

URL:http://www.plamed.co.jp/

【株式会社プラメドについて】

株式会社プラメド(http:〃岬 .plamedo coo jp/)は 、医療のための調査を主たる事業
とする会社です。

医師の学術調査・研究や、民間企業からの医療のための調査事業を積極的に支援
いたします。

以上
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改正薬事法の影響に対する

医師の意識調査

チャート集

2009年 4月調査実施
(2009年 5月 21日 作成 )
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調査概要

(1)調査 目的

2009年 6月 から施行される「改正薬事法」による影響をどう評価している

か等を調べ、患者の市販薬使用に対する医師の意識を明らかにする。

(2)調査設計 0回収状況

[調査対象] 診療を担当する医師
[調査期間1 2009年 4月 15日 (水 )～ 4月 21日 (火 )

[調査方法] クローズド・インターネット調査
[依頼方法] 電子メール
[依頼回数1 1回 (一部の方に2回 )

[有効配信数12,946名

[ア クセス数1394名

[回答者数] 363名

[アクセスモニター回答率1 92.1%
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1.調査概要
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調査概要

(3)調査項目

・回答者属性 (性別、年齢、勤務所在地、主たる診療科、

勤務先の病床数、勤務先種別 )
・改正薬事法に関わる事項の評価

(4)調査主体

株式会社プラメド (自主企画調査 )

(5)実施調査機関

株式会社プラメド

本報告A内容の無断転載 薇断複製を禁じ摯ナ

2.回答者属性

医師免許取得年、
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回答者属性 (性別0年齢)

男性 n=310
女性  n=53

め

別

３６

性

Ｎ〓

年齢

(N=363)

39歳以下  n=93
40歳 4t   n=143

50歳以上  n=127
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回答者属性 (勤務先所在地)

鶴務先所在地

(N=360

椰 0町・ 村
_

6.1

その他の市

33.6

東京23区

政令指定都市  (札幌市、仙台市、さいたま市、千葉市、横浜市、川崎市、新潟市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、

神戸市、広島市、岡山市、北九州市、福岡市)

中核都市  (函館市、旭川市、青森市、盛岡市、秋田市、郡山市、いわき市。宇都宮市、川越市、船橋市、柏市、横須賀市、相模原市、富山市、
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回答者属性 (主たる診療科)

主たる惨薇科

(N■60

内科系 (一般・総合系(一般内科、家庭医療、総合諄晨、地域医療など)消化器内科 循環器内科 呼吸器内科 感染症科 内分泌内科

代謝内科 籍尿病科 血液内科 置瘍内科 腎臓内科 神経内科 膠原病・アレルギー内科 心僚内科 老年科 リハビリテーシヨン科)

外科系 (一般外科 ,肖化器外科 呼吸器外科 心■血管外科 乳腺外科 内分泌外科 人工臓器・移植外科 Jヽ児外科 整形外科 泌尿器科

脳神経外科 産婦人科 形成外科 美容外科 麻酔科 集中治僚科 救急救命科 ベインクリニック)

9

その他 (小児科 眼科 皮膚科 耳鼻咽喉科 放射線科 精神神経科 東洋医学科 歯科、口腔外科)
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鶴務先病床数

(N=360
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回答者属性 (勤務先の種別)

勤秘先租用
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3.調査結果 (単純集計 )

無断複製を禁じ■
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■そう思う  ややそう思う  あ らともえいない  あまりそう思わない ・ そう思わない

2賜        407●

33。 1

8眺      100M607

35.0

42.1

41.0

A

B

消費者も薬の知識がより必要になる

|

菫六な疾患の発見が遅れる危険性がより高くなる             3914

40.0 13.3 a013

26.2  ■716

総.7■

10.5■

軽度な身体の不日はより自分で手当てしやすくなる 日

医師や薬剤師は処方薬と市販薬との飲み合わせをより考えるようになる 日

市販薬の成州こ‐ てヽより積極的に情報収集する 日

38.3

38.0

41,3

30.0

25,1

29.2

C

改正薬事法施行と評価

096

市販藁は全体としてより買いやすくなる 卜||
市販薬の販売は全体としてより適切|二なる キ  lo.6

市販薬と医療機関とのそれぞれの役割がより明籠になる
神  19.6

患者に市販薬をより働めるようになる0.38.6   ●3.3

改正案事法施行は、自分の鯵療環境に何らかの影響を与える 日|1  26.1

32.8

41.3 1●4 111
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改正薬事法施行と評価 (施行内容 )一 A
診■[所 :n=179

病 院 :n=184

惨朦所=主たる勤務先を医院・鰺薇所
。クリニッタとした医師 病院=主たる勤務先を大学病院,大学病院以外の病院、その他とした医師  PLAMED
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4.調査結果 (ク ロス集計 )

本報告 1:内 容の無断転ll無断複製を禁します
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改正薬事法施行と評価 (消費者の利用 )一 B

診療所 :n=179

病  院 :n=184

医師や藁剤師は処方薬と市販藁との

飲み合わせをより考えるようになる

市販薬の成分について

より積極的に情報収集する

●そう思う   ややそう思う
0%

診療所

病院

診療所
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診療所
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あ らともいえない  あまりそう思わない  そう思わない
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100%
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診療所
28.5

29,9
病院

診療所=主たる勤務先を医院・診療所・クリニックとした医師 病院=主たる勤務先を大学病院、大学病院以外の病院、その他とした医師  PLAMED
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重大な疾患の発見が遅れる

危険性がより高くなる 園
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診療所=主たる勤務先を医院・診療所・クリニックとした医師 病院=主たる勤務先を大学病院、大学病院以外の病院、その他とした医師  PLAMED
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19              1

改正薬事法施行と評価 (今後の診療 )一 C-2
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